
 

平成28年度研究助成対象者一覧

平成２８年５月２４日

公益財団法人　ひょうご科学技術協会





◇ 学術研究助成（３5件）

　趣　　旨：生活と産業の高度化に貢献する優れた研究及び若手研究者が行う

　　　　　  創造的な基礎研究に対する助成

　助成金額　（１件当たり）：１００万円以内

助成対象者及び研究テーマ （敬称略、五十音順）

【電気・電子・情報系】

氏
ふり

  名
がな 所属・役職

[専門分野]

研 究 テ ー マ

研究の背景と意義

阪
さか

本
もと

　卓
たく

也
や

兵庫県立大学大学院

工学研究科

准教授

[電波工学］

超広帯域アレイレーダによる特定個人の呼吸・心拍の選択

的遠隔測定技術の開発

　複数人が存在する環境でレーダ測定を行うと全員の運動

・呼吸・心拍により生じるドップラー成分が重畳して受信

される。本研究では適応的アレイ処理と生体信号抽出技術

の併用により特定個人からの信号を選択抽出し、遠隔での

呼吸・心拍測定を実現する。

中
なか

村
むら

　龍
たつ

哉
や

兵庫県立大学大学院

工学研究科

教授

[固体物理学・電気電

子物性］

遷移金属イオンの電解液への溶解を抑制することによるリ

チウムイオン二次電池の長寿命化

　持続可能社会を実現するためには、再生可能エネルギー

をうまく使うことが最大の課題で、最も効果のあるものが

蓄電池である。エネルギー密度、出力密度がともに高いリ

チウムイオン二次電池の高温動作における電池劣化の要因

を解決し、この電池の長寿命化を狙うものである。

【医学・薬学・看護系】

池
いけ

田
だ

　宏
こう

二
じ

神戸薬科大学

准教授

[血管生物学・肥満・

メタボリック症候群］

血管内皮－成熟脂肪細胞ネットワークによる脂肪組織恒常

性維持機構の解明

　肥満・メタボリック症候群は世界的に増加の一途を辿っ

ています。本研究では未知の血管内皮－成熟脂肪細胞ネッ

トワークの存在と概要を明らかとし、脂肪細胞機能調節の

新しい分子機構を解明すると共に、肥満・メタボリック症

候群に対する新しい治療法の開発を目指します。



助成対象者及び研究テーマ （敬称略、五十音順）

【医学・薬学・看護系】

氏
ふり

  名
がな 所属・役職

[専門分野]

研 究 テ ー マ

研究の背景と意義

榎
えの

本
もと

　平
ひら

之
ゆき

兵庫医科大学

内科学　肝・胆・膵科

准教授

[消化器内科学］

肝癌由来増殖因子のエピゲノミック制御による新規肝癌治

療法の開発

　我々は新規増殖因子 Hepatoma-derived growth factor 

(HDGF) を発見し、それが肝癌細胞に対する増殖促進因子

として作用することを示してきた。本研究ではエピゲノ

ミックな視点から HDGF の制御機構や肝癌増殖への作用

を明らかにし、新たな肝癌の治療法開発への貢献を目指し

たい。

杉
すぎ

本
もと

　邦
くに

久
ひさ

公益財団法人高輝度

光科学研究センター

利用研究促進部門

研究員

[X線結晶学、放射光

科学］

放射光を用いた X 線精密構造解析による医薬品共結晶体

の物性予測制御法の研究

　共結晶体構築による医薬品は、主となる効能を発揮する

分子構造を変更すること無く、組み合わせる分子を最適化

することにより物性を制御できる利点がある。本研究では、

精密な X 線構造解析を基盤とした共結晶医薬品の物性を

予測制御する方法論を確立する。

鄧
とう

　琳
りん

神戸大学大学院

医学研究科

助教

[感染制御学］

Ｃ型肝炎ウイルスによる糖代謝異常の分子機序の解明

　Ｃ型肝炎ウイルス (HCV) は慢性肝炎、肝硬変、肝細胞

癌等を引き起こすのみならず、2 型糖尿病発症と密接な関

連があることが臨床的に知られているが、その詳細な分子

機序は不明な点が多い。本研究では、HCV 感染による糖

代謝異常誘導機構を解明することを目的とする。



助成対象者及び研究テーマ （敬称略、五十音順）

【医学・薬学・看護系】

氏
ふり

  名
がな 所属・役職

[専門分野]

研 究 テ ー マ

研究の背景と意義

通
とお

山
やま

　由
ゆ

美
み

姫路獨協大学

薬学部

教授

[生化学・免疫学］

好中球の NETosis を契機とする血栓誘導の分子メカニズ

ムの解明

　好中球独自の細胞死である NETosis は、好中球が抗菌

網と化して死ぬことで感染拡大を防止する免疫システムで

あるが、一方で血小板や血液凝固シグナルを活性化して血

栓を誘導する。その分子機構の解明は血栓性疾患の新規治

療法の開発に貢献する。

長
は

谷
せ

川
がわ

　巧
たく

実
み

神戸大学大学院

医学研究科

助教

[口腔外科学］

Stemness factor 抑制による新規口腔癌治療法

　近年、癌の進行・転移には癌幹細胞やそれに関連した幹

細胞関連因子が影響していることが示されている。本研究

では、正常組織と癌組織の幹細胞関連因子を比較し、さら

に、その経路を抑制できる新規口腔癌治療法の開発を目的

とする。

船
ふな

越
こし

　明
あき

子
こ

兵庫県立大学

看護学部

准教授

[精神看護学］

児童・思春期精神科病棟における看護実践能力コンピテン

シーモデルの開発

　精神疾患を抱える子どもの治療に携わる看護師には、高

い看護実践能力が求められる。本研究は、児童・思春期精

神科病棟に勤務する看護師の看護実践能力に関連したコン

ピテンシーとその評価基準を明らかにし、クリニカルラ

ダーと統合したコンピテンシーモデルを開発する。



助成対象者及び研究テーマ （敬称略、五十音順）

【医学・薬学・看護系】

氏
ふり

  名
がな 所属・役職

[専門分野]

研 究 テ ー マ

研究の背景と意義

星
ほし

　奈
な

美
み

子
こ

神戸大学大学院

医学研究科

助教

[消化器病学、免疫学］

プロトンポンプインヒビターによる細菌性腸炎感染リスク

への影響とその機序の検討

　プロトンポンプ阻害薬 (PPI）は胃酸分泌抑制剤で、胃

潰瘍治療等で頻用される薬剤である。しかし、胃酸は経口

侵入した病原菌の殺菌作用を持っており、PPI は感染リス

クを増加させる可能性がある。本研究では、PPI による感

染性腸炎の発症リスクへの影響について検討する。

増
ます

田
だ

　茂
しげ

夫
お

大阪大学大学院

医学系研究科

特任准教授

[再生医学］

iPS 細胞を用いた臨床応用における癌化予防～分子標的療

法の開発～

　ヒト iPS 細胞を臨床応用するに際し、いかに癌化を予防

し安全性を担保するかが喫緊の課題である。本研究では分

子標的薬剤を用いることによって、残存した未分化細胞を

試験管内で選択的に除去することを目指す。

宮
みや

田
た

　将
まさ

徳
のり

関西学院大学

理工学部

助教

[薬学・生化学］

慢性閉塞性肺疾患の治療薬 PDE4 阻害剤に対する薬剤耐

性獲得機構の解明

　慢性閉塞性肺疾患 (COPD) は 2030 年には世界死因の

第 3 位になると予測されている。本研究では COPD 治療

薬の薬剤耐性に関与するタンパク質およびそれによって発

現調節される遺伝子群の解析を行い、新規 COPD 治療戦

略の開発を目的とする。



助成対象者及び研究テーマ （敬称略、五十音順）

【医学・薬学・看護系】

氏
ふり

  名
がな 所属・役職

[専門分野]

研 究 テ ー マ

研究の背景と意義

村
むら

田
た

　陽
よう

二
じ

神戸大学大学院

医学研究科

准教授

[生化学･分子生物学］

腸内細菌－腸上皮細胞相関による腸管免疫制御機構の解析

　腸管免疫の破綻は炎症性腸疾患の発症と密接に関連して

おり、最近の研究から、腸上皮細胞がその制御に重要な役

割を果たすことが明らかとなりつつある。本研究では、腸

上皮細胞と腸内細菌との相関に着目し、腸上皮細胞による

腸管免疫制御機構の解明を目指す。

【農学・生物・生命理学系】

大
おお

黒
ぐろ

　亜
あ

美
み

関西学院大学

理工学部

助教

[ストレス応答制御学］

脂肪酸代謝酵素 sEH の癌や糖尿病における機能解析とそ

の発現解析

　アラキドン酸や DHA をはじめとする不飽和脂肪酸の生

理機能が注目されているが、その作用機序は明らかでない。

本研究ではこれら脂肪酸の代謝産物とそれに関与する酵素

に着目し、癌や糖尿病における機能を明らかにする。

大
おお

西
にし

　美
み

輪
わ

神戸大学

先端融合研究環

特命助教

[植物生理学］

セントポーリア葉組織を用いた植物の温度感受機構の解明

　イワタバコ科のセントポーリアは、葉に冷水が掛かると

褐色に変色することが知られている。この傷害は、急激な

温度降下で引き起こされる。セントポーリアのユニークな

温度感受性を解析し、未だ明らかでない植物の温度感受機

構の解明を目指す。



助成対象者及び研究テーマ （敬称略、五十音順）

【農学・生物・生命理学系】

氏
ふり

  名
がな 所属・役職

[専門分野]

研 究 テ ー マ

研究の背景と意義

佐
さ

川
がわ

　貴
たか

志
し

国立研究開発法人

情報通信研究機構

研究員

[生物物理学］

進化分子工学的手法によるバクテリアバイオセンサーの機

能改変

　近年、線虫を使ったガン診断用のセンサーのような、微

生物自体を化学物質の検出器として用いるセンサーが注目

されている。大腸菌の遺伝子を改変することにより、様々

な化学物質に応答することができる微生物センサーの実現

を目指す。

實
さね

安
やす

　隆
たか

興
おき

神戸大学大学院

農学研究科

助教

[栄養生理・生化学］

筋管細胞における MRTF の役割に関する研究

　Myocardin-related transcription factor (MRTF) は筋管

細胞の形成過程において重要な役割を果たしているが、形

成後の役割は殆ど明らかにされていない。本研究では、そ

の一端を明らかにすることを目的に行う。

髙
たか

須
す

賀
か

　圭
けい

三
ぞう

神戸大学大学院

農学研究科

研究員

[生態学］

寄生バチのクモ網操作系を用いたオミクス解析による分子

機構と糸遺伝子の探索

　クモの寄生バチには、クモの造網行動を操作するという

極めて高度な能力が進化しており、近年注目を集めている

が、その分子機構は全くわかっていない。本研究ではオミ

クス解析を駆使し、ハチとクモの両面から操作に係る発現

動態を探り、クモ網操作の分子機構の解明を試みる。



助成対象者及び研究テーマ （敬称略、五十音順）

【農学・生物・生命理学系】

氏
ふり

  名
がな 所属・役職

[専門分野]

研 究 テ ー マ

研究の背景と意義

西
にし

川
かわ

　幸
こう

志
じ

兵庫県立大学大学院

生命理学研究科

助教

[結晶構造解析・構造

生物学］

新規酸素安定性ヒドロゲナーゼの構造化学

　ヒドロゲナーゼは、白金等の高価な金属を必要とせず、

高い効率で水素の合成・分解を触媒する酵素である。

本研究では、新規酸素安定性ヒドロゲナーゼの構造解析を

通して、本酵素の有する酸素耐性機構を明らかにすること

を目指す。

前
まえ

川
かわ

　昌
しょう

平
へい

神戸大学大学院

理学研究科

教授

[神経細胞生物学］

神経細胞の膜脂質動態と膜タンパク質機能の解析

　動物細胞の細胞膜内の微小領域（ラフト）は細胞の情報

伝達において重要な機能を担っている。本研究は神経細胞

膜のラフトでの膜脂質の動態と膜タンパク質との機能関連

を解析することで、ラフトが担う神経細胞機能を解明する

ことをめざしている。

町
まち

田
だ

　幸
こう

大
だい

兵庫県立大学大学院

工学研究科

助教

[タンパク質工学］

ヒト翻訳関連因子と人工細胞を利用したタンパク質凝集ス

クリーニング系の開発

　近年、疾患原因タンパク質の凝集機構の解明と凝集抑制

因子の探索は効果的な予防法や治療法の開発に繋がると期

待されている。そこで本研究では、ヒトの翻訳関連因子で

構築した無細胞タンパク質合成系を利用し、タンパク質凝

集スクリーニング系の開発を目指す。



助成対象者及び研究テーマ （敬称略、五十音順）

【農学・生物・生命理学系】

氏
ふり

  名
がな 所属・役職

[専門分野]

研 究 テ ー マ

研究の背景と意義

吉
よし

久
ひさ

　徹
とおる

兵庫県立大学大学院

生命理学研究科

教授

[分子生物学・細胞生

物学］

出芽酵母を用いた tRNA 機能におけるイントロンの生理

的意義の解析

　tRNA 遺伝子の一部はイントロンを持つが、その生理的

意義は不明である。我々は、tRNA 種毎に全重複遺伝子か

らイントロンを除いた酵母株群を作出した。本計画では、

イントロン欠失の tRNA 量や細胞内分布、翻訳への影響

を検討、その生理的意義に迫る。

【機械・建設・計測・制御系】

元
もと

井
い

　直
なお

樹
き

神戸大学大学院

海事科学研究科

准教授

[制御工学・ロボット工

学］

視覚情報と力覚情報に基づく移動ロボットの遠隔制御技術

に関する研究

　災害現場等において遠隔操作型の移動ロボットによる周

囲環境情報の収集を行うためには、高い操作性が必要とな

る。そこで本研究では、人間の「五感」、その中でも特に、

視覚情報と力覚情報に基づく直感的かつ操作性の高い遠隔

制御技術の開発を目指す。

【材料・物性・化学系】

稲
いな

本
もと

　浄
きよ

文
ふみ

武庫川女子大学

薬学部

准教授

[有機合成化学・有機金

属化学］

遷移金属触媒による炭素－水素結合活性化を基盤とした革

新的分子構築法の開発

　遷移金属を触媒として用いることで、化学的に不活性な

炭素－水素結合を種々の官能基へ変換することが可能であ

る。本手法を利用して、医薬品や機能性分子の母核として

広く存在する「複素環化合物」の革新的・効率的構築法を

広範に開拓する。



助成対象者及び研究テーマ （敬称略、五十音順）

【材料・物性・化学系】

氏
ふり

  名
がな 所属・役職

[専門分野]

研 究 テ ー マ

研究の背景と意義

乾
いぬい

　徳
のり

夫
お

兵庫県立大学大学院

工学研究科

准教授

[量子物理工学］

ピコグラム分解能を有する単一ナノ粒子の質量計測

　物体の質量はサイズが小さくなると急激に小さくなり測

定が困難になる。例えば、直径１マイクロメートルの金球

はおよそ１０ピコグラム（千億分の１グラム）である。こ

のような微粒子１個の質量を１兆分の１グラムの分解能で

測定できる技術を開発する。

小
お

澤
ざわ

　芳
よし

樹
き

兵庫県立大学大学院

物質理学研究科

准教授

[無機化学・結晶化学］

柔軟な金属コアをもつ多核錯体におけるフォトルミネッセ

ンス圧力応答

　フォトルミネッセンスを示し分子内部に柔軟な構造をも

つ多核錯体の、固体状態での外場刺激に対する応答、特に

圧力下での結晶構造と発光挙動の相関を定量的に明らかに

し、発光特性の制御可能な分子設計に基づく機能性物質の

開発を目的とする。

加
か

納
のう

　伸
しん

也
や

神戸大学大学院

工学研究科

助教

[ナノ電子素子］

自己組織化プロセスに有用なシリコンナノ結晶の機能開発

　サイズ制御された Si ナノ結晶に機能性有機分子を付加

することで、自己組織化プロセスで有用なナノ材料を創出

する。アミノ基、カルボキシル基、π共役基を有する有機

分子で修飾した Si ナノ結晶は、電子素子やバイオイメー

ジングへの利用が期待される。
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研 究 テ ー マ

研究の背景と意義

土
ど

居
い

　久
ひさ

志
し

国立研究開発法人理化

学研究所

ライフサイエンス技術

基盤研究センター

チームリーダー

[有機化学、PET化学、

創薬化学］

膵臓やがん組織の選択的イメージングに向けたジペプチド

PET プローブの開発

　本研究では、膵臓ならびに癌の選択的 PET イメージン

グの実現を目指して、ペプチドトランスポーターに着目し

た新規ジペプチド化合物を設計し、独自の高速C-[11C] メ

チル化法を用いて、その 11C- 標識 PET 分子プローブの開

発を行う。

福
ふく

井
い

　宏
ひろ

之
し

兵庫県立大学大学院

物質理学研究科

助教

[高圧物質科学］

新しいＸ線イメージング法による酸化ゲルマニウムガラス

の圧縮挙動の解明

　酸化ゲルマニウムガラスの局所構造は加圧により変化す

る。しかしながら、そのときバルク体積がどのように変化

するかは明らかではない。高圧 3 次元Ｘ線イメージング

法によりガラスの体積変化を測定し、バルク体積と局所構

造の変化の関連性を明らかにする。

松
まつ

原
ばら

　孝
たか

典
のり

産業技術短期大学

機械工学科

助教

[染色化学・染料化学］

天然由来物質の色素形成反応を利用した繊維の染色機能加

工法の開発

　天然由来物質を用いた生体や地球環境への負荷の小さい

天然繊維の染色機能加工法の開発を目指す。カテキン類な

どの天然由来のカテコール化合物が自然界から受ける色素

形成反応を染色に活用する。本研究が進展すると、持続可

能な社会への貢献や繊維産業の振興に繋がる。
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研究の背景と意義

丸
まる

山
やま

　達
たつ

生
お

神戸大学大学院

工学研究科

准教授

[界面化学］

次世代二次電池用電解質のための超分子イオン液体ゲルの

開発

　本研究では、電池実用上の大きな問題となっている電解

質溶液の液漏れ・爆発性を、イオン液体超分子ゲルにより

防止し、超分子ゲル化剤を用い、金属イオンの溶解性・運

動性、および高い導電性を維持したまま固体電解質化する

ことを目指す。

持
もち

田
だ

　智
とも

行
ゆき

神戸大学大学院

理学研究科

教授

[物性化学］

可逆応答性を有する光硬化性液体の開発と反応性の評価

　光硬化性樹脂は、産業用途の上でも有用な物質である。

本課題では、金属を含む分子を素材として、新しいタイプ

の光硬化性液体を開発する。本系では、光照射によって配

位高分子が形成されるため、この原理は、光で機能性固体

を作る新たな方法論となる。

【物理・環境・基礎・学際系】

小
こ

舟
ぶね

　正
まさ

文
ふみ

兵庫県立大学大学院

工学研究科

教授

[無機化学・機能材料］

非鉛圧電体の高性能化と理想的ドメイン構造解明に関する

研究

　環境配慮型高性能な非鉛圧電体が強く求められているが、

現状ではまだ鉛系を凌駕する性能は実現されてはいない。

本研究では、リンゴ酸錯体水溶液法によりナノ粒子を合成

し、低温焼結して得られるニオブ酸アルカリ系固溶体の電

気物性と放射光分析を行い、理想的ドメイン構造を解明す

る。
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研 究 テ ー マ

研究の背景と意義

坂
さか

井
い

　徹
とおる

兵庫県立大学大学院

物質理学研究科

教授

[計算物理学・物性理

論］

スピンナノチューブの新しいカイラリティ誘起超伝導の理

論的・計算科学的研究

　スピンナノチューブと呼ばれる磁性を持つナノチューブ

が合成され、将来の多機能材料への応用を目指して基礎研

究が進められている。本研究では、大規模数値解析により、

新しい超伝導機構の起源と期待される量子スピン液体現象

が起きる可能性を探索する。

田
た

中
なか

　義
よし

人
ひと

兵庫県立大学大学院

物質理学研究科

教授

[放射光科学・光物性］

Ｘ線励起による過渡的物性変化の分光学的研究

　高輝度放射光Ｘ線を用いた物性計測では、強力なパルス

Ｘ線を照射するため、X 線自身の影響を受けた物性を観て

いる可能性がある。そこで過渡吸収分光法により、Ｘ線パ

ルス励起による物性変化を調べ、Ｘ線計測結果への影響や、

新物性発現の可能性を追究する。
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